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公共工事と予算

「持続可能性」と
それを実現する

「強靱化」「環境対応」

新規・注目事業
「Big Project」

ここに使う今年の予算
官公庁予算詳細

－国、長野県、77市町村ー
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　２０２１年７月に設立したＣａ
ｌＴａ株式会社は、国土交通省が
実施する「令和４年度インフラＤ
Ｘ大賞」において、株式会社Ｌｉｂ
ｅｒａｗａｒｅとの連名で「優秀
賞」を受賞した。小型ドローンを駆
使した点群データ取得技術とデジ
タルツイン技術が、老朽化が進む
インフラの維持・施工管理の効率
化に大きく力を発揮する。
　小型ドローン「ＩＢＩＳ」は屋内
の狭小空間飛行に特化し、ＧＰＳ
や人の手が届かないような暗く狭
い、危険な箇所でも安定的な飛行
が可能。天井裏や地下洞道でも鮮
明な動画を取得する。

　デジタルツインソフトウェア
「ＴＲＡＮＣＩＴＹ」は、撮影した
動画をアップロードするだけで点
群データを生成し、現場をデジタ
ル空間上に３次元化する。寸法・面
積の測定やＢＩＭデータの重ね合
わせ、タイムラインでの時系列管
理が可能で、設計から施工後の維
持管理までをワンストップ化。生
成したデータは、ＰＣからはもち
ろん、スマートフォンやタブレッ
トでも閲覧できる。
　上記二つの製品を連携させるこ
とで、遠隔地からの効率的な施工
管理が実現する。ＩＢＩＳが巡回
することで現地の映像を撮影し、

ＴＲＡＮＣＩＴＹに送信して精度の
高い3次元化処理を行う。遠い現場
に足を運ぶことも、大量の写真デー
タや測定記録の整理に悩まされるこ
ともなく、いつでもどこからでも現
場の確認を行うことが可能となる。
　同社は「現場の悩み」に寄り添い、
「リアルタイム性」を追及している。
ＴＲＡＮＣＩＴＹにデータを送信
後、１時間程度の解析時間で精度の
高い３次元化処理を実現する。現地
の情報が定期的にアップロード、蓄
積されることで、検査や進捗確認に
おける受発注者間でのスケジュール
調整も不要となる。老朽化と人手不
足が課題の社会インフラを、デジタ
ルの力で持続可能なカタチに変えて
いく。

３次元データの取得と活用
「業界最小クラス国産ドローンＩＢＩＳ /
デジタルツインソフトウェアＴＲＡＮＣＩＴＹ」 
ＣａｌＴａ　本社：東京都港区高輪２- １８- １０ 高輪泉岳寺駅前ビル９Ｆ

施工管理ＤＸ


